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大
町
の
棋
有
恒
先
生

こ
の
度
､
日
本
の
近
代
登
山
の
育
て
の
親
で
あ
る
槇
有
恒
先
生
が
親
し

-
使
わ
れ
た
用
具
を
は
じ
め
へ
登
山
で
活
躍
さ
れ
た
方
た
ち
の
貴
重
を
資

料
三
八
点
が
､
日
本
山
岳
会
の
ご
好
意
に
よ
り
､
大
町
山
岳
博
物
館
へ
寄

託
さ
れ
た
｡

登
山
の
業
績
に
加
え
て
､
す
ぐ
れ
た
お
人
柄
が
高
-
評
価
さ
れ
文
化
功

労
者
に
選
ば
れ
'
ま
た
勲
三
等
旭
日
章
の
叙
勲
な
ど
登
山
家
と
し
て
最
高

の
栄
誉
を
得
ら
れ
た
槇
先
生
が
'
僅
か
を
期
間
で
は
あ
っ
た
が
大
町
に
住

ま
れ
れ
深
い
ご
縁
に
つ
を
が
っ
た
｡
大
町
の
先
生
に
触
れ
て
み
た
い
｡

少
年
時
代
か
ら
山
に
惹
か
れ
､
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
初
登
拳
に
結
実
す
る

卓
抜
し
た
登
山
活
動
を
し
て
こ
ら
れ
た
が
'
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
活

動
は
中
断
さ
れ
､
南
洋
拓
殖
株
式
会
社
の
仕
事
に
精
を
出
す
こ
と
に
在
っ

た
｡
長
い
戦
争
が
続
い
た
が
､
よ
う
や
-
終
結
し
た
翌
月
早
々
へ
米
軍
に

よ
り
日
本
政
府
の
侵
略
政
策
に
協
力
し
た
と
い
う
こ
と
で
追
放
処
分
を
う

け
ら
れ
る
｡
終
戦
間
際
の
構
浜
の
空
襲
で
､
家
や
家
財
や
大
切
に
し
て
い

た
蔵
書
を
ど
一
切
を
失
っ
て
し
ま
い
'
僅
か
な
手
提
荷
物
で
軽
井
沢
に
移

り
､
半
年
で
大
町
に
移
っ
た
｡
年
来
の
山
友
た
ち
で
あ
る
百
瀬
慎
太
郎
さ

と
さ
あ
ほ
烏
ざ
き

ん
の
親
切
に
よ
り
､
常
盤
仏
崎
の
屋
号
㊤
降
旗
造
酒
衛
さ
ん
宅
の
離
れ
屋

を
借
り
､
奥
様
へ
ご
子
息
と
三
人
の
生
活
が
始
ま
っ
た
｡

｢
追
放
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
は
私
の
身
分
に
決
定
的
を
変
化
を
痛
ら
し
､
私

の
前
に
何
処
も
門
戸
は
閉
ざ
さ
れ
た
｡
た
だ
大
町
の
人
々
は
私
た
ち
一
家

を
温
-
迎
え
入
れ
て
-
れ
た
3
　
(
『
わ
た
し
の
山
脈
″
岩
波
書
店
)

傷
心
の
時
で
は
あ
っ
た
が
､
対
山
館
に
慎
太
郎
さ
ん
を
訪
ね
配
給
の
酒

を
酌
み
'
木
崎
湖
に
釣
糸
を
垂
れ
'
う
つ
ぎ
が
薄
紅
に
咲
い
て
美
し
い
八

は
つ
i
I
け

方
尾
根
に
蕨
を
採
り
､
魚
縄
を
腰
に
高
瀬
川
原
に
初
茸
を
探
す
左
ど
､
太

陽
や
星
や
雨
や
風
を
身
近
か
に
し
た
ご
一
家
安
息
の
日
々
が
あ
っ
た
｡
ま

た
荒
狂
う
吹
雪
の
日
､
高
瀬
川
の
川
原
の
深
い
雪
を
お
か
し
て
`
大
町
中

学
校
(
旧
制
)
　
へ
通
う
ご
子
息
を
望
遠
鏡
で
眺
め
て
気
遣
わ
れ
る
ご
一
家

団
欒
の
と
き
で
も
あ
っ
た
｡

二
二
年
の
晩
夏
､
慎
太
郎
さ
ん
と
共
に
､
大
町
堀
六
日
町
の
青
年
･
県

信
君
を
世
話
役
に
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
登
っ
た
｡
慎
太
郎
さ
ん
と
は
最
初
で
最

後
の
山
行
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
一
一
月
､
大
町
に
別
れ
茅
ヶ

崎
へ
帰
ら
れ
た
が
､
｢
君
去
る
と
聞
け
ば
高
瀬
の
板
橋
を
お
が
ふ
む
の
ち

の
苑
し
さ
を
思
､
ふ
｣
と
慎
太
郎
さ
ん
は
惜
別
の
情
を
短
歌
に
詠
ん
だ
｡

鹿
島
槍
登
山
の
縁
で
'
鹿
島
部
落
に
あ
っ
て
登
山
者
に
親
切
を
尽
-
し

て
亡
く
な
っ
た
狩
野
き
-
能
さ
ん
の
功
績
を
称
え
て
､
先
生
の
書
か
れ
た

碑
が
五
二
年
部
落
に
建
て
ら
れ
た
｡

今
､
九
三
才
を
迎
え
ら
れ
お
元
気
を
先
生
に
､
い
つ
ま
で
も
ご
健
勝
で

当
山
岳
博
物
館
へ
も
指
導
の
五
言
を
頂
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
､
終

り
に
日
本
山
岳
会
の
資
料
の
寄
託
に
お
骨
折
り
を
頂
い
た
松
田
雄
一
様
､

中
村
純
二
様
､
平
柳
一
郎
様
は
じ
め
関
係
会
員
の
皆
様
に
深
-
謝
意
を
表

し

ま

す

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

(

大

町

山

岳

博

物

館

嘱

託

員

　

丸

山

　

彰

)
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鰭物悼ど山

山
岳
博
物
館
の

新
着
寄
託
資
料
と
展
示
替
え

宮

　

野

　

典

　

夫

峯

　

村

　

　

　

　

隆

新
た
に
寄
託
さ
れ
た
資
料

｢
日
本
山
岳
会
の
寄
託
H
…
二
八
点
し

-
人
力
だ
r
J
ゆ
.
-
P
r

チ
ベ
ッ
ト
経
典
文
　
深
田
久
弼
旧
蔵

ロ
ン
ブ
ク
よ
り
エ
ベ
レ
ス
ト
ー
9
2
4
　
(
版
画
)

一
九
二
四
年
　
イ
ギ
リ
ス
の
第
.
.
.
次
エ
ベ
レ
ス
ト

隊
に
参
加
し
た
H
･
ソ
マ
ベ
ル
の
作

か
h
く
ち
え
か
い

用
〓
慧
海
尚
像
(
細
入
写
真
)

明
治
二
〇
年
代
か
ら
大
正
に
か
け
て
二
回
の
チ
ペ

ソ
ト
行
を
果
し
た
悲
海
の
昭
和
高
年
の
尚
像

ヘ

ス

ラ

-

･

ヒ

/

ケ

ル

蔦
悪
露
使
用
の
ス
イ
ス
癌
と
ノ
ケ
ル
　
昭
和
初

期
の
作
と
思
わ
れ
ま
す

シ

ュ

ン

ク

･

ピ

ソ

ケ

ル

い

た

/

､

ら

カ

つ

の

ふ

　

　

　

　

　

よ

d

あ

り

つ

ね

板
倉
勝
苗
穂
間
　
接
布
巾
旧
歳
の
ス
イ
ス
産
､
ヒ
ノ

ケ
ル
　
大
正
一
一
年
頃
の
入
手
と
思
わ
れ
ま
す

ア

ソ

シ

ュ

ン

フ

リ

ン

ナ

-

型

ピ

ソ

ケ

ル

さ
ー
ズ
く
r
J
も
り
ひ
イ

ー
∴
枝
守
博
へ
威
之
助
)
使
用
の
ピ
ソ
ケ
ル

門

出

,

ピ

ソ

ケ

ル

カ

し

｣

だ

～

､

ま

門
田
市
場
∴
城
の
昭
利
九
年
頃
の
作
　
上
川
し
の

ぶ
　
(
揮
農
美
人
)
使
用

山
内
,
ピ
ッ
ケ
ル
　
(
克
己
言
方
)

<
･
r
 
t
.
_
i

川
内
東
-
邦
の
昭
和
-
○
年
頃
の
作
　
中
谷
部
全

●
"
丁助

他
用

門
出
･
ピ
ソ
ケ
ル
頼
部
　
昭
和
初
期
の
拭
作

t
 
y
 
i
.
I
 
l
J
.
j
L
.

門
田
言
方
T
I
ゼ
ン
　
和
久
出
払
.
旧
蔵

秩
父
宮
様
尚
條
(
細
入
写
真
)

槇
有
情
尚
像
へ
細
入
写
真
)
囲
点

と
ー
)
は
ん

横
有
情
の
ア
イ
ガ
ー
東
川
稜
登
肇
関
係
費
科

偉
膝
久
一
期
旧
巌
の
チ
ョ
ソ
キ
･
毛
糸
の
靴
下
･

ハ
ィ
フ
の
二
点

マ

ナ

ス

ル

登

用

関

係

質

料

一

-

標
石
恒
侵
出
の
リ
エ
ソ
ク
サ
ノ
ク
･
出
目
二
部
の

た

つ

心

と

ひ

ち

ヽ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

ま

に

し

ひ

さ

お

袋
僧
正
点
･
長
沼
広
吉
の
装
備
囲
点
･
今
西
寿
雄

の
防
来
航
･
マ
ナ
ス
ル
で
硬
用
と
思
わ
れ
る
飯
詰

ス
キ
ー
板
な
ど
囲
点

あ

し

,

､

ら

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

享

.

え

､

と

し

五

輪
か
ん
じ
き
　
芦
嶋
寺
の
ガ
イ
ド
佐
伯
利
雄
の
作

ナ

ン

ダ

コ

ー

ト

､

エ

ベ

レ

ス

ト

写

真

　

各

-

点

平
柳
一
郡
民
の
寄
託
品
　
と
ノ
ケ
ル
叩
点

川
向
一
八
‥
六
号
　
昭
和
.
一
巳
年
の
作

シ
エ
ン
ク
　
初
代
シ
ュ
ン
ク
の
大
正
十
年
前
後
の
作

ウ
ィ
リ
ノ
､
ン
ユ
　
初
代
の
大
正
二
-
一
年
頃
の
作

フ
プ
ア
ウ
フ
　
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の
作

.
一
点
は
い
ず
れ
も
ス
イ
ス
滝
ピ
ソ
ケ
ル

第
一
展
示
室
の
展
示
資
料
の
追
加

第
-
展
示
室
は
､
ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
カ
モ
シ
カ
の
生

態
な
ど
を
紳
介
す
る
『
山
岳
の
自
然
』
と
､
登
山
の

麿
史
を
中
心
に
紳
介
す
る
『
山
と
登
山
』
　
の
二
つ
の

テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡

今
田
は
､
こ
の
う
ち
『
山
と
登
山
』
　
の
コ
ー
ナ
ー

に
､
新
着
の
寄
託
資
料
と
博
物
館
の
収
蔵
質
料
を
い

/
､
つ
か
追
加
展
示
し
㌢
し
た
｡

右
は
窮
.
展
示
室
の
見
取
図
で
､
蕃
号
は
追
加
し

た
質
料
と
そ
の
コ
ー
ナ
ー
の
お
よ
そ
の
位
置
を
示
し

ま
す
｡
以
下
の
章
題
の
番
号
と
対
応
し
ま
す
の
で
目

安
に
し
て
く
だ
さ
い
｡

一
､
近
代
登
山
の
発
展
コ
ー
ナ
ー

大
正
二
年
､
陸
地
測
量
部
の
五
万
分
の
一
地
図
は

北
ア
ル
フ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
発
売
さ
れ
､
こ

の
頃
か
ら
遊
山
の
大
衆
化
が
始
ま
っ
た
と
い
れ
れ
ま

す
が
､
同
じ
時
期
か
ら
の
宮
禄
の
北
ア
ル
プ
ス
登
山

も
こ
の
大
衆
化
と
閑
葉
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
｡

新
設
の
写
真
パ
ネ
ル
は
､
大
正
九
年
の
結
語
朝
近

あ
さ
か

の
胡
香
有
様
､
大
正
六
年
の
日
時
山
域
の
栗
久
逝
宮

擬
､
大
正
一
五
年
､
ヨ
-
ロ
ノ
バ
ア
ル
プ
ス
で
松
方

二
郎
､
松
本
亜
流
と
肩
を
/
＼
む
秩
父
宮
様
(
横
有
恒

撮
巌
)
　
の
二
枚
で
梯
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡
前
-
青
…
は

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
山
岳
写
真
家
と
し
て
活
蹴
し

た
大
町
出
身
の
手
塚
順
一
郎
が
随
行
し
撮
影
し
た
写

真
の
ア
ル
バ
ム
　
(
寄
託
質
料
'
こ
の
パ
ネ
ル
の
前
に

塵
示
)
'
他
は
日
本
山
岳
会
(
以
下
I
A
C
と
呼
び

ま
す
)
　
の
寄
託
写
真
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
他
に
､
大
正
か
ら
昭
和
初
朋
に
大
町
口
､
有

お
あ
九
お
よ
し
ま
つ

明
口
の
山
案
内
人
と
し
て
活
耀
し
た
大
和
由
松
の
ス

キ
ー
シ
ー
ル
､
同
じ
く
昭
和
初
期
か
ら
の
大
町
口
の

ひ
ら
'
は
や
し
た
か
･
r
l
+
A

案
内
人
平
林
高
言
の
ワ
ラ
ジ
､
半
値
､
教
育
ば
か
り

で
な
く
諸
の
普
及
に
も
活
崩
し
た
誹
m
h
髭
の
名

刺
や
矢
沢
米
‥
一
郎
と
共
著
の
　
『
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山

案
内
』
も
追
抑
展
示
し
ま
し
た
｡
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ピッケルコーナー

物博と山

二
､
登
山
の
全
盛
期
コ
ー
ナ
ー

大
正
八
年
二
月
'
禎
守
則
の
檎
･
穂
詣
連
峰
へ
の

挑
戦
の
幕
叩
け
と
な
っ
た
絡
ケ
岳
偵
察
､
大
正
∵

隼
一
月
の
北
海
道
の
畢
高
嶋
旭
宮
厳
冬
期
初
詣
頑
'

同
年
上
目
､
松
方
‥
郎
ら
と
の
北
錐
桂
根
か
ら
の
槍

か
の
二
Y
か
-
の
ぷ

ヶ
岳
登
塞
:
八
日
の
鹿
子
木
員
信
､
横
有
情
ら
と
の

洞
沢
で
の
岩
登
り
合
福
な
ど
､
板
倉
勝
責
は
日
本
の

登
両
史
上
"
辛
と
岩
の
時
代
の
は
じ
ま
り
〃
と
い
え

る
こ
の
時
期
に
最
先
端
を
夢
み
ま
し
た
｡

康
示
し
た
板
倉
ピ
ッ
ケ
ル
(
-
A
C
寄
託
)
は
天

止
∵
年
頃
の
人
手
と
思
わ
れ
､
大
正
一
二
年
-
月

の
槇
有
恒
､
-
正
幸
夫
ら
と
の
立
川
ス
キ
ー
登
山
一

校
は
峠
で
遭
難
し
板
倉
凍
死
)
ま
で
使
用
し
､
事
後

標
石
何
ら
が
旧
蔵
し
た
も
の
で
す
｡

ま
た
'
昭
和
初
期
'
東
京
商
人
山
一
悟
部
員
と
し
て

北
軍
バ
ノ
ト
レ
ス
､
焼
鳥
槍
光
沢
処
置
女
と
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
･
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
小
谷
都
全
助
の

ピ
ッ
ケ
ル
､
北
大
申
宮
部
で
活
耕
し
､
門
出
の
製
品

を
世
に
出
し
た
和
久
帥
弘
一
旧
蔵
の
出
席
第
言
方
の

門
田
ア
イ
ゼ
ン
一
と
も
に
J
A
C
書
証
｢
謄
本
ル

ー
-
を
中
心
に
大
正
上
‥
年
発
足
し
た
R
C
C
舌
ノ

ブ

.

ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

･

グ

ラ

フ

)

発

起

人

の

ひ

と

り

直
木
重
一
郎
の
写
真
ア
ル
バ
ム
ー
吉
冨
新
た
上
長
示

し
ま
し
た
｡
こ
れ
は
大
正
九
年
頃
の
自
席
登
山
の
際

に
撮
影
し
た
写
真
を
紀
行
的
に
収
め
た
ア
ル
バ
ム
で

当
時
の
風
俗
を
知
る
う
え
で
も
貴
重
な
資
料
で
す
｡

三
､
日
本
人
の
海
外
登
山
コ
ー
ナ
ー

大
正
一
〇
年
(
一
九
≡
)
九
月
､
槇
有
恒
は
ヨ

ー
ロ
ノ
バ
ア
ル
プ
ス
の
ア
イ
ガ
ー
束
山
稜
の
初
登
饗

に
成
功
し
ま
し
た
j
L
の
成
果
は
､
単
に
日
本
人
の

世
界
的
滝
蝦
と
い
う
ば
か
り
で
な
-
､
ヨ
-
ロ
ノ
バ

.
､
さ
ぴ

ア
ル
プ
ス
の
登
山
史
上
か
ら
も
､
ピ
ト
ン
や
操
を
使

っ
た
人
工
登
馨
の
記
録
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
､

帰
国
後
､
氏
の
伝
え
た
本
格
的
な
技
術
と
経
験
に
よ

っ
て
日
本
の
登
山
界
は
新
し
い
ア
ル
プ
ス
的
登
山
へ

と
大
き
く
脱
皮
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
｡

壁
示
し
た
革
の
チ
ョ
ッ
キ
､
靴
下
､
パ
イ
プ
の
二

鳥
は
こ
の
竪
琴
に
使
用
し
､
同
じ
愛
人
山
岳
部
o
B

の
佐
藤
久
一
朗
が
旧
蔵
し
た
も
の
で
､
こ
の
う
ち
チ

ヨ
-
キ
と
パ
イ
プ
は
後
の
ア
ル
バ
-
タ
'
マ
ナ
ス
ル

遠
征
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
÷
｣
れ
ー
ら
の
資
料
の
士
に

新
設
し
た
写
真
パ
ネ
ル
で
左
下
の
写
真
は
､
同
行
し

た
ガ
イ
ド
､
ブ
ラ
バ
ン
ド
ち
と
の
ア
イ
ガ
ー
下
山
後

の
記
念
写
真
(
松
方
三
郎
旧
蔵
)
､
右
下
は
後
述
の

第
三
次
マ
ナ
ス
ル
遠
征
に
お
い
て
隊
長
を
つ
と
め
た

時
の
写
真
で
す
｡
(
以
上
の
資
料
は
い
ず
れ
も
J
A

c
寄
託
)

日
本
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
は
､
昭
和
一
一
年
の
立

大
ナ
ン
ダ
コ
ー
ト
隊
で
す
｡
精
鋭
の
大
学
山
岳
部
な

ど
は
こ
れ
を
契
機
に
一
勢
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
想
定
し
た

訓
練
に
励
み
ま
す
｡
し
か
し
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
き

進
む
時
局
に
遠
征
を
実
現
し
た
団
体
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
｡
そ
の
意
味
で
､
我
国
初
の
八
千
メ
ー
ト
ル

峰
挑
戦
で
も
あ
る
J
A
C
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
･
マ
ナ
ス
ル

(
八
一
五
六
M
)
初
登
頂
は
､
ポ
ス
ト
･
ナ
ン
ダ
コ

ー
ト
の
日
本
登
山
界
の
悲
願
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
｡

昭
和
二
七
年
に
偵
察
隊
を
送
り
二
一
八
年
に
初
登

を
誼
み
七
七
五
〇
M
地
点
で
退
却
｡
翌
二
九
年
再
挙

し
て
二
次
隊
を
派
過
し
ま
し
た
が
､
マ
ナ
ス
ル
山
麓

民
の
登
山
剛
止
と
い
う
思
い
も
よ
ら
左
い
ト
ラ
ブ
ル

で
計
画
放
棄
に
追
込
ま
れ
ま
し
た
｡
し
か
し
J
A
C

は
昭
和
三
一
年
､
さ
ら
に
三
次
隊
を
派
追
､
つ
い
に

そ
の
頂
点
を
極
め
ま
し
た
｡

今
回
展
示
し
た
マ
ナ
ス
ル
資
料
は
､
田
口
二
郎
が

一
次
隊
で
使
用
し
た
ア
イ
ゼ
ン
､
辰
沼
広
喜
が
三
次

隊
で
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
皮
手
袋
､
オ
ー
バ
ー
ミ

ト
ン
､
内
靴
'
頂
上
を
踏
ん
だ
今
西
芳
雄
使
用
の
防

寒
帽
､
三
次
隊
隊
長
､
横
有
恒
使
用
の
リ
ュ
ッ
ク
サ

ツ
ク
の
六
占
二
J
A
C
寄
託
)
で
す
｡

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
他
に
､
昭
和
三
九
年
の
長
野

県
山
岳
連
盟
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
･
ギ
ヤ
チ
エ
ン
カ
ン
登

山
と
､
垂
冗
新
聞
社
の
協
力
で
､
昭
和
五
十
年
の
女

子
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
の
写
真
パ
ネ
ル
を
新
設
し
ま
し
た
｡

四
､
ピ
ッ
ケ
ル
コ
ー
ナ
ー

こ
の
新
設
コ
ー
ナ
ー
は
〟
背
負
具
と
つ
え
〟
　
コ
ー

ナ
ー
の
次
に
位
置
し
ま
す
｡
登
山
に
使
う
板
類
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
､
こ
こ
で
は
登
山
の
た
め
だ
け
に
洗

練
さ
れ
た
専
用
具
と
し
て
ピ
ッ
ケ
ル
を
と
り
あ
げ
､

次
の
よ
う
な
一
八
本
を
展
示
し
ま
し
た
｡

エ

ル

ク

(

ス

イ

ス

)

　

フ

リ

ッ

ツ

･

エ

ル

ク

作

明
治
四
二
年
　
加
賀
正
太
郎
が
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
で

使
用
　
現
存
す
る
最
古
の
伝
来
品
と
さ
れ
る

フ
プ
ア
ウ
フ
　
シ
ェ
ン
ク
　
ウ
ィ
リ
ッ
シ
ユ

平
柳
氏
寄
託
　
フ
プ
ア
ウ
フ
は
先
の
エ
ル
ク
に
次

い
で
古
い
伝
来
ピ
ソ
ケ
ル
と
さ
れ
る

へ

ス

ラ

ー

I

A

C

寄

託

　

r

三

万

九

ア
ッ
ク
ス
　
J
A
C
寄
託
　
周
布
光
兼
旧
蔵

本
来
は
船
大
工
用
と
思
お
れ
る
一
八
世
紀
頃
の
作

ピ
-
ケ
ル
の
原
型
と
い
わ
れ
る
貴
重
を
資
料

山
内
作
　
二
三
七
号
一
八
三
ハ
号

前
者
は
清
水
栄
一
氏
寄
託
､
後
者
は
昭
和
二
七
年

ヽ
｣
た

皇
太
子
殿
下
へ
献
上
の
た
め
特
別
に
鍛
え
た
二
本

の
う
ち
の
一
本
で
平
柳
氏
の
寄
託

門
田
作
　
J
A
C
寄
託
一
一
本
と
館
蔵
一
本

模
作
ピ
ッ
ケ
ル
　
J
A
C
寄
託
の
話
頭
仁
兵
衛
､
鹿

子
木
員
信
､
三
枝
守
博
の
ピ
ッ
ケ
ル
な
ど
丘
点

シ
ャ
ル
レ
　
シ
モ
ン
　
(
フ
ラ
ン
ス
)
各
古
…

お
わ
り
に

今
回
の
『
山
と
登
山
』
コ
ー
ナ
ー
の
濱
料
追
加
に

あ
た
り
､
日
本
山
岳
会
の
中
村
純
二
先
生
'
平
柳
一

郎
先
生
に
直
接
ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
し
た
｡
紙
上
を

か
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

-
記
述
参
考
蒜
福
･
円
本
登
山
史
』
山
崎
安
治
十
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定

価

鰭物鰭ど山

第
二
展
示
室
の
展
示
替
え

二
階
の
第
二
展
示
室
は
北
ア
ル
フ
ス
山
麓
の
自
然
､

歴
史
､
民
俗
を
紳
介
し
て
い
ま
す
∩
"
民
俗
コ
ー
ナ
ー

は
稲
作
と
仁
科
三
潮
の
魚
労
を
主
に
し
た
椛
戒
で
し

た
が
､
今
回
の
展
示
替
え
で
'
ス
キ
ー
や
雪
の
民
俗

を
と
り
あ
け
､
雪
と
人
々
と
の
か
か
わ
り
を
納
介
し
､

季
筋
に
あ
っ
た
内
容
と
在
り
ま
し
た
÷
｣
の
展
示
は

冬
期
問
の
も
の
で
あ
り
､
六
月
か
ら
は
再
び
農
耕
と

忠
男
の
民
俗
の
展
示
と
な
り
ま
す
｡

ス
キ
ー
の
民
俗

ス
キ
ー
は
近
代
人
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
以
前
か
ら

北
極
を
取
り
囲
む
広
い
地
域
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
｢
特
に
北
欧
で
は
紀
元
前
か
ら
ス
キ
ー
に
関
す
る

涜
神
が
み
ら
れ
ま
す
n
　
ヨ
-
ロ
ソ
ハ
の
古
代
･
民
俗

ス
キ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
ス
カ
ン
､
シ
ナ
ピ
ア
地
方
の

古
代
ス
キ
ー
発
見
の
分
布
を
示
し
､
古
代
ス
キ
ー
の

複
製
品
が
鹿
示
さ
れ
て
い
て
､
縮
具
の
椰
造
や
足
を

の
せ
る
部
分
の
違
い
が
わ
か
り
ま
す
(
-
I

太
古
か
ら
の
ス
キ
ー
も
十
九
世
紀
の
末
期
ま
で
は
､

原
姑
的
を
揚
物
の
延
長
で
し
た
が
､
極
地
探
検
家
た

ち
が
ス
キ
ー
を
用
い
て
快
挙
を
な
し
と
け
て
か
ら
は
､

ス
キ
ー
は
急
に
そ
の
効
用
を
認
め
ら
れ
ヨ
-
ロ
ノ
ハ

は
も
と
よ
り
､
世
界
の
各
地
へ
運
用
し
ま
し
た
｡
日

本
へ
近
代
ス
キ
ー
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
明
治
の
後
半

で
す
/
　
と
こ
ろ
が
い
ず
れ
も
個
人
的
名
訳
乗
で
､
一

般
的
な
普
及
に
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
ー
L
明
治

囲
十
四
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
レ
ル
ヒ
少
佐
が
新
潟
県

市
田
師
団
に
ス
キ
ー
を
持
ち
込
み
､
師
団
は
ス
キ
ー

研
究
と
講
胃
を
行
い
ス
キ
ー
普
及
の
基
礎
を
固
め
ま

し
た
し
　
日
本
の
ス
キ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
大
正
時
代
の

輸
入
品
や
国
産
品
の
古
い
ス
キ
ー
を
展
示
し
て
あ
り

ますー
雪
の
中
の
遊
び

雪
の
中
の
遊
び
塵
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
､
そ
り

ゃ
ス
キ
ー
は
い
ず
れ
も
手
作
り
で
､
特
に
そ
り
t
i
.
大

き
さ
や
舵
な
ど
の
仕
組
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
も
の
で

競
い
ま
し
た
｡
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
下
駄
ス
ケ
ー
ト

手
作
り
そ
り
､
竹
ス
ケ
ー
ト
､
竹
ス
キ
ー
を
展
示
し

て
あ
り
ま
す
｡

雪
の
民
俗

大
町
北
部
か
ら
北
安
昼
郡
小
谷
村
に
か
け
て
は
降

雪
靖
の
多
い
地
域
で
す
｡
農
薬
や
林
業
が
中
心
で
あ

っ
た
時
代
に
は
雪
と
人
々
の
生
活
は
密
接
で
し
た
｡

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
そ
の
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
唾
棄
具

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
｡

現
在
は
生
業
も
変
わ
り
､
生
活
様
式
も
著
し
!
､
変

化
し
て
き
ま
し
た
の
で
､
こ
れ
ら
は
あ
ま
り
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
/
､
な
っ
て
き
た
用
具
で
す
｡

雪
踏
み
､
屋
根
の
雪
お
ろ
し
､
狩
猟
､
冬
の
山
仕

I

-

_

.

(

c

.

事
を
ど
の
支
度
に
は
､
r
ラ
靴
(
ゴ
(
,
/
ゾ
､
ス
′
ペ

ン
ジ
ョ
)
を
は
き
'
切
ン
ジ
キ
や
ス
カ
リ
を
付
け
､

/I

ミ
ノ
や
ス
ゲ
ガ
ザ
(
叶
ン
メ
ガ
廿
)
を
身
に
付
け
ま

予
ね

し
た
｡
そ
の
ほ
か
に
腑
を
保
護
す
る
ハ
バ
キ
､
足
首

の
保
温
に
他
用
し
た
ア
ソ
ケ
ア
テ
'
ワ
ラ
ジ
と
ツ
マ

C

D

ガ
ケ
が
一
緒
に
在
っ
た
､
ン
′
ペ
ゾ
ー
(
ヵ
廿
カ
ケ
p

i

ラ

ジ

'

ス

ッ

ボ

ご

フ

ジ

)

､

ゾ

ウ

リ

に

ツ

マ

ガ

ケ

を

(

_

.

r

N

つ
け
た
÷
/
ゴ
ー
言
ン
ゾ
)
､
ワ
ラ
手
袋
､
ゾ
ウ

リ
を
ど
の
ロ
一
フ
製
品
を
塵
示
し
て
あ
り
ま
す
｡
同
じ

用
途
の
製
品
で
も
作
り
方
の
違
い
が
み
ら
れ
､
地
域

に
よ
っ
て
名
称
が
異
在
っ
て
い
ま
す
｡
(
①
は
大
町

地
方
､
②
は
小
谷
地
方
)

雪
上
運
搬
具
と
し
て
､
.
本
ぞ
り
､
二
本
で
り
､

竹
で
り
を
展
示
室
中
央
の
台
に
陳
列
し
て
あ
り
ま
す
｡

一
本
で
り
は
小
谷
地
方
で
急
を
坂
を
米
俵
や
村
本
を

積
ん
で
巧
み
を
繰
作
で
滑
り
お
り
る
用
具
で
す
｡
一
一

本
ぞ
り
は
最
も
一
般
的
で
､
各
地
で
使
用
さ
れ
利
用

価
値
も
高
い
も
の
で
し
た
｡
竹
そ
り
忙
細
い
竹
を
在

ら
べ
た
構
造
で
す
｡

雪
の
民
俗
の
展
示
で
は
青
木
洛
先
生
の
御
指
導
を

い
た
だ
き
'
大
町
帝
と
小
谷
村
地
方
の
質
料
を
中
心

に
取
り
扱
い
ま
し
た
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
職
員
)

山
と
博
物
館
第
3
 
2
巻
第
3
号

-
九
八
七
年
三
月
二
十
五
日
発
行

発
行
所
　
長
野
県
大
町
帝
　
T
E
L
.
裳
0
.
‥

大

　

町

　

向

　

島

　

博

　

物

　

館

印
刷
所
　
長
野
県
大
町
高
儀
町

人

　

糸

　

タ

-

ム

　

ス

　

印

　

刷

　

部

笹
細
　
‥
-
.
〇
〇
日
へ
送
料
共
)
へ
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
日
唾
溝
=
弓
へ
長
野
叩
-
.
-
二
冗
二


